
九州歴史資料館 令和3年度九歴講座 第３期のご案内 

－第８回（１２月）～第１１回（３月）のご案内－ 

毎月第２土曜日の13：30～15：30に、「九歴講座」を開催いたします。 

本年度は事前申込制となります。受講を希望される方は、裏面をご確認の上、往復はがきでお申し込みください。 

 

１ 講座の内容 

  いずれの回も１３：３０開始。終了は１５：３０（若干延びる場合もあります）。入室は１３：００。 

 開催日 タイトル 講師（敬称略） 講座の概要 

第8回 
12月11日 

（土） 
柳河藩の町と村 

白石 直樹 

柳川古文書館 

柳河藩は、元和 6 年(1620)に立花宗茂が 10 万

9600 石で柳川に再封され、以降明治維新まで代々

立花氏が藩主として支配した藩です。藩領は城下町

とそれ以外の村々で構成されていましたが、今回の

講座では柳河藩を素材に、城下町と村の特徴につい

てお話しします。 

第9回 
１月８日 

（土） 

大宰府史跡の 

出土品総覧 

小田 和利 

甘木歴史資料館 

副館長 

大宰府史跡の発掘調査は、昭和 43年（1968）に

福岡県教委によって開始され、九歴が調査を継続し

てから50数年が経過しました。 

膨大な大宰府史跡出土品の中から選りすぐりの

逸品を史跡と併せて紹介します。 

第10回 
２月12日 

（土） 

焼失した大宰府の兵庫

―2021年度大宰府史跡

発掘調査報告― 

小嶋 篤 

九州歴史資料館 

2009 年度よりはじまった大宰府史跡蔵司丘陵の

計画調査は、2021 年度をもって一区切りを迎えま

す。本講座では、2021年度に実施した最新の発掘調

査成果の報告を軸に、これまでの調査研究の歩みを

振り返ります。 

第11回 
３月12日 

（土） 

求菩提山中興の祖 

頼厳の生涯 

～国宝「銅板法華経」

を勧進した天台僧～ 

栗燒 憲児 

求菩提資料館 

館長 

 

頼厳上人は、旧宇佐郡辛嶋郷（宇佐市）の出身で、

比叡山で修行したことが知られます。記録に現れる

頼厳上人は極めて有能な天台僧ですが、何故求菩提

山に関わったのか、そして入滅してなお故郷の稲積

山に供養塔が建立されたのか、その履歴を辿ってみ

たいと思います。 

 

２ 会場     九州歴史資料館 ２階研修室 

 

３ 定員     いずれの回も先着８０名 ※事前申込制 

          

４ 受講費用   無料 

 

５ 申込・入室の仕方について 

  裏面の案内をご参照の上、往復はがきでお申し込みください。先着順に、１～80番の受講番号が付された受講券

を返送いたします。１３：００より入室いただけます。なお本年度は、受講番号による全席指定席となります。 

 

６ 問い合わせ先  九州歴史資料館 〒838-0106 福岡県小郡市三沢5208-3  ℡ 0942-75-9501 

皆様のご来館を、心より

お待ちしております。 



九歴講座受講のご案内 
 

１ 申し込み方法 

 (1) 往復はがきでの受付です。下記見本に従ってご記入の上、お申込みください。 

 (2) 申込は先着順です。先着順に受講番号を付した受講券（返信ハガキ）を、開催日の2週間前頃よりお送り

します。 

 

２ 当日の入室について 

(1) 新型コロナウイルス感染拡大防止のため、マスクの着用、手指の消毒、入口での検温（37・5℃以上の場合、

入館をご遠慮いただきます）をお願いしています。 

(2) 入室は、１３：００となります。なお本年度は、１１：００からの整理券の配布はありません。 

(3) 会場の座席は全席指定席となります。座席番号は前方の席より、受講番号の順（先着順）に設定されます。

座席で配慮が必要な場合は、事前に電話でご相談ください。なお申し込みの際の個人情報、および当日の

座席位置は、関係機関に提供する場合があります。 

※新型コロナウイルスの感染状況等によっては、変更・中止等の可能性があります。 
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令和３年度第（回数）回九歴講座 

「 （ 講 座 名 ） 」の受講を 

希望します。 

 


